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医療安全推進総合対策（2002年4月）を踏まえた実施状況（概要） 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

（厚生労働省資料） 
出典：MMPG医療情報レポートVol.74 
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●主な提言 

 
◆全ての病院（約9300）、有床診療所（約1万6000）に対し、
一定の安全管理体制の構築を制度化 
（①安全管理指針、②安全管理委員会、③事故等の院内報告、  

④安全管理研修） 
◆上記に加え、特定機能病院及び臨床研修指定病院に、安全管

理者、安全管理部門、患者相談窓口の設置を制度化 

医療機関における安全対策 

 
◆医薬品の類似性を客観的かつ定量的に評価する手法の開発 
 
◆人間の特性を考慮した医療用具の実用化研究推進、開発 
指導 
◆医薬品・医療用具情報の提供、添付文書の標準化 

医薬品・医療用具等にかかわる安全性向上 

 
◆国家試験の出題基準への位置付け 
◆医師臨床研修等における医療安全に関する修得内容の明確

化 

医療安全に関する教育研修 

 
◆医療安全に有用な情報の提供 
〇ヒヤリ・ハット事例収集の全国化 
〇事故事例情報の取扱いについては、法的問題も含めて

検討 
◆都道府県等に医療安全支援センターを整備 
◆医療安全に必要な研究の計画的推進 

医療安全を推進するための環境整備等 

 
◆省令改正 
（2002年10月1日施行） 
 
 

◆省令改正 
（2003年4月1日施行） 

 
◆厚生労働科学研究費 

（2001年度～） 
◆厚生労働科学研究費 

（2002年度～） 
◆関係業界団体への指導 

 
◆2005年度出題基準で措置済 
◆研修目的での位置付け等 

 
◆2004年度より全国展開済 
◆2004年度から第三者機関で 
実施 
◆2003年度から実施 
◆厚生労働科学研究において 
実施 

●施策の実施状況 




